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コロナ禍も 3年目に入りましたが、ここへきて第７波の到来が言われ始めています。まだまだ油断できない状

況ですが、1学期には、1年生の八ヶ岳移動教室、3年生の都内巡り、全校での運動会が予定されています。どの

ように行うか、現在その実施方法にについて検討しています。そのためにもまずはみんなで感染対策を徹底して

いきましょう。 

   
入学式 式辞 

   

ただいま呼名された 99 名の皆さんご入学おめでとう

ございます。また昨日まで制服が届かないというアクシ

デントもありました。本日、そのような中でも立派な態

度で登校し、入学式ができること本当にうれしく思いま

す。今年は例年以上に桜もきれいに咲き続け、とても良

い入学式を迎えることができました。 

さて、先ほどの制服の件ではないですが、近年の様子

をみていると、今まで様々なところで当たり前にできて

いたことが当たり前にできなくなっている時代です。 

コロナ禍で過ごすのも 3 年目となり、また新たな変異

株が現れ、オミクロン株から置き換わろうとしています。

私たちがこの 3 年間に学んだことは、人が多い場所にな

るべく出かけない、自身の体調管理、家族や自分の体調

不良の時は外出しない、そのための日々の体温チェック、

消毒、距離、飛沫を飛ばさないようにするマスク、換気

等でしたね。 

そう考えると学校はどうしても密になることが多く、

感染リスクがとても高い活動場所となっています。それ

でも学校教育は止めないで、勉強を押し進めていかなけ

ればなりません。 

コロナ対策に追われている中なのに、さらに地球上で

は戦争の報道が大きくなっています。その国では安心し

て生活することができないばかりか命まで奪われている

状況になっています。日本は全く無関心ではいられなく

なっています。いろいろな面で日本にも影響が出始めて

います。  

 

このような時代にどのように生きる力を身につけてい

くかを考えると、学校は教育活動を止めるわけにいきま

せん。皆さんの頭や体や心を鍛えるトレーニング、つま

り学習を積み重ねておかないとこれからの先行き不透明

な時代の社会を生き抜いていけません。誰かに何かをし

てもらう時代ではなくなってきています。生き抜いてい

くために自分の頭で考え、自分にできることは何か、困

難なときにも前向きな希望をもつ、そして他人と協力し

てどう平和な環境を創っていくかがとても重要になりま

す。争いの醜さはこれでもかと毎日報道されています。

身近なところから差別、いじめをなくさないと平和には

なりません。 

皆さんは学校という場所で、自分の力を伸ばすこと、

他人と協力して平和な学級環境を作ることを学んでくだ

さい。 

今日から中学生です。まずは先生だけでなく上級生た

ちが皆さんに委員会や部活動や行事などでいろいろアド

バイスをしてくれる場面があるでしょう。初めは大変だ

と感じたリ、つらいと思うことがあるかもしれません。

しかしそこを乗り越えていけば、今の自分より本当に大

きく成長しています。保障します。早速 今日から自分

にできることを精一杯頑張っていきましょう。 

一点、昨年から一人一台タブレットを渡し、授業で活

用してきました。しかしながら設定変更等のため数十台

のタブレットを現在整備に出している最中です。そのた

め全員の台数が足りなくなり、4 月からすぐにタブレッ

トを活用した授業ができません。整備が終わって、全員

に行き渡るようになってから、授業で活用することにな

ります。皆さんはすでに小学校で使ってきているので、

使う際のルールについてはもうよく知っていると思うの

で、手元に来ましたら、代々使えるように大事に扱って

ください。タブレット活用までしばらく待っていてくだ

さい。 

 

保護者の皆様 お子様のご入学おめでとうございます。

今日から大事なお子様を 3 年間お預かりさせていただき

ます。このコロナ禍の状況の中で学校教育をつづけてい

くためには、生徒の健康と安全が最優先になります。 

学校の予定に組まれている行事を行うに当たっては、

様々なことを考えて、行うのか、行うにしてもどう行う

のか等ぎりぎりまで考えて進めることが多くなると思い

ます。実施すると判断した場合は本当に、教員や、PTA

役員だけでなく、保護者の方々のお力を借りて、感染防

止を講じながら、実施することになると思います。その

際はメールやお手紙でご依頼申し上げますので、できる

限りのご協力をお願いいたします。 

 

今年度私が先生たちに掲げた重点目標のキーワードは

「チャレンジ」です。前年度踏襲ですと中止と延期ばか

りです。今年度は何とか工夫してできなかったことをで

きるようにしていくという意味をこめました。本日参列

していただいている多摩市教育委員会には常日頃から多

大な応援をいただいております。今年度も応援していた

だきたいとお願いして、私の式辞といたします。 
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チャレンジ！ 


